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本日の内容

• がん患者さんの栄養状態の特徴

• がん患者さんの食事と食事摂取のポイント

• 症状別食事のコツと工夫



がん患者さんのＱＯＬの決定因子

栄養不良はＱＯＬに大きく影響する

がんの部位 ３０％

体重減少 ３０％

栄養摂取量 ２０％

化学療法 １０％

手術 ６％

罹患期間 ３％

がんのステージ １％



体重の減少はがん治療に影響することがあります

体重減少の目安
体重の5%減（過去半年間
（例）体重60kgの方

→マイナス3kg

https://www.cancernet.jp/seikatsu/eiyou/
もっと知ってほしい癌と栄養のこと

https://www.cancernet.jp/seikatsu/eiyou/


炎症による代謝異常
治療の副作用
手術侵襲
心理的要因

がん患者さんの体重減少の要因

がん関連性低栄養
食べられず痩せる

がん誘発性低栄養

食べても痩せる

原因の解明と除去 集学的な早期介入が必要



体重や筋肉量を減らさないことが大事

がんの手術後、骨格筋は術後早期に減少し
ます。体重や筋肉量の減少により、抗がん
剤治療を続けられなくなる場合があります。

また、体重減少した人は、抗がん剤の副作
用が増悪することもあります。
口内炎がひどくなる場合もあります。

https://www.cancernet.jp/seikatsu/eiyou/
もっと知ってほしい癌と栄養のこと

https://www.cancernet.jp/seikatsu/eiyou/


本日の内容

• がん患者さんの栄養状態の特徴

• がん患者さんの食事と食事摂取のポイント

• 症状別食事のコツと工夫









がん患者さんのエネルギー目安量



低栄養を予防する食事摂取のポイント

①１日３食食べる

少量でもかまわないので必要な栄養素を摂りましょう。

②主食＋主菜＋副菜をそろえる

バランスのとれた食事になります。

③魚・肉・卵などの良質なたん白質を摂る

④食べられない時には無理をしない

柔らかく食べやすくする、少しずつ食べる、間食するなどの方法があります。

⑤口腔内を清潔に保つ

嚙む力を維持しましょう。



本日の内容

• がん患者さんの栄養状態の特徴

• がん患者さんの食事と食事摂取のポイント

• 症状別食事のコツと工夫



抗がん剤による主な副作用の発現時期



抗がん剤による主な副作用の発現時期

投与日 アレルギー反応、吐き気、嘔吐、血管痛、
発熱、血圧低下

２～7日後 疲れやすい、だるい、食欲不振、吐き気、
嘔吐、下痢、便秘、味覚障害

７～14日後 口内炎、下痢、骨髄機能の抑制（白血球減
少、血小板減少）

14～28日後 脱毛、皮膚の角化やしみ、手足のしびれ、
膀胱炎、骨髄機能の抑制（貧血）

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



食欲不振

◆食べやすい食事のコツと工夫

①さっぱりとしたのどごしの良いものを選ぶ

②すぐに口入れられる小さなおにぎりやパンを

③冷たい料理も試してみる

④良質のたんぱく質を意識してとる

⑤消化の良い食品を選び、量は控えめに

⑥栄養補助食品などを利用する

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



食欲不振

OK：消化のよい食品例

消化にかかる時間が短く、繊維が柔らかく、脂肪控えめの食品

【主食】ご飯、お粥、食パン、そうめん、うどん

【主菜】卵、納豆、豆腐、白身魚、脂肪の少ない肉

【野菜】繊維の柔らかい野菜（大根、人参、蕪、玉ねぎ、ほうれ
ん草、キャベツ、白菜など）

【その他】乳製品、ヨーグルト、牛乳、チーズ、乳酸菌飲料

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



食欲不振

NG：消化の悪い食品例

消化にかかる時間が長く、繊維がかたく、脂肪が多い食品

【かたい】繊維のかたい野菜（ごぼう、たけのこ、コーン、山菜）

【脂質が多い】脂身の多い肉（鶏皮、バラ肉、ベーコン）

揚げ物（天ぷら、フライなど）、炒め物

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



ハーフ食対応（病院食では）

常食

常食or軟食ハーフ

栄養補助食品



栄養補助食品

• 不足したエネルギーを食事で補うことが困難な場合や、味覚障害・口内炎などを予
防・軽減するため等に栄養補助食品を利用することで効率的にカロリーや栄養素を補
うことができます。

• 色々な風味や形状があるので医師や管理栄養士にご相談ください。

７種類



食欲不振への対応（病院食では）

主食の工夫

付加食品



味覚変化

◆本来の味と異なって感じる

水が苦い、泥を食べているよう、肉に金属味を感じる、

別の味がしてまずい

違和感のある味付けを避けて味付けする。

うまみや香りを加えたり、とろみや脂肪分などでコク
を付けたりする。

肉や魚は、アク抜きや臭み抜きをしっかりする。

みょうがや三つ葉など薬味を利用する。

舌にある味を感じるための味蕾細胞が障害を起こすことが原因。
本来と違う感じ方で食べ物がまずくなり、食欲が低下します。

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



味覚変化

◆味を強く感じる

甘ったるい、塩味がきつい、苦すぎる、酸っぱすぎる

強く感じる味の食材や調味料は避ける。

いきなり調味調味料をかけるのではなく、一口食べて
みて控えめに調味する。

レモンなどの酸味で味を引き立てる。

だし、かつお節、刻みのりなどで旨味や風味を加える。

味蕾細胞の働きが落ちる、味の信号を脳に伝える神経に異常があ
る、などが原因として考えられます。

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



味覚変化

◆味を感じにくい

まったく味がしない、紙で包まれているよう

香辛料や薬味なども利用して、はっきりとした味付けにする。

あんかけにする他、マヨネーズなどの調味料を食材にまとわ
りつかせる。

旨味の出る食材を使い、出汁は濃く。

料理は人肌に冷まし、味を感じやすく。

口腔内の乾燥や炎症がある場合や緊張や不安といった精神的な原
因がある場合も味を感じにくくなります。

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



味覚変化
◆食感が変わった

砂をかんでいるよう、紙のようで味気ない

口腔内の乾燥がある場合は、食事の前に水を一口飲む。

あんかけなどでなめらかな食感にする。

食事中は汁物などで意識的に水分補給。

だしなどの旨味をこまめに摂って、唾液の分泌を促す。

口に入れたものが、ザラザラ、カサカサするなど食感が悪く感じ
られる味覚変化。口腔内が乾燥していたり、炎症を起こしていた
りする場合が考えられます。

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



味覚に関係する亜鉛

細胞の形成や新陳代謝を促す

舌の表面には味を感じる「味蕾」があり、この味蕾によって味を

感じることができる。

「味蕾」は味細胞が集まってできている。

味細胞は新陳代謝が活発で約１０日で新しい細胞と入れ替わる。

この時必要となるのが「亜鉛」

魚介類、肉類、豆類、野菜、海草、種実類

【主食】 玄米 そば マカロニ

【主菜】 牡蠣 うなぎ レバー 豚肉

【その他】チーズ ココア 抹茶 豆類



口内炎・食道炎

◆食べやすい食事のコツと工夫

①薄味、柔らかい、なめらかな食べ物を選び、調理する

OK：簡単に押しつぶせる柔らかさに

汁気を多くする、とろみをつける

ゼリー寄せ、あんかけ、煮込み料理、白和えなど

NG：刺激強い、硬い、弾力がある、貼りつく、パサパサ

ポロポロしている

②口腔内、食べ物に水分を補う

OK：水分の多い食べ物、こまめに水分補給を

③少量ずつよく噛んで食べる

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



下痢

◆食べやすい食事のコツと工夫

①水分補給をこまめに

②スープやゼリー、フルーツを少しずつ

③食事は温かく消化の良いものを少量から

④刺激の強い食品は避けること

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



便秘

◆食べやすい食事のコツと工夫

①水分を積極的にとる

②水溶性・不溶性両方の食物繊維を取り入れる

③乳酸菌を含んでいる食品を利用する

④適度に油脂を取り入れる

後藤功一他, 発抗がん剤・放射線治療をしている人のための食事



吐き気・嘔吐

◆すべての抗がん薬治療で吐き気や嘔吐が出るわけではない

◆現在では、吐き気や嘔吐が起こりやすい治療の時には、事前
に吐き気止めを使う、症状が出た後でも吐き気止めを追加で
きるなど、症状をコントロールでする方法は進歩してきてい
て、新しい薬も開発されている。

◆自身の吐き気のパターンを知り、効果のある方法、メニュー、
食材を日常生活の中に取り入れてみる。

◆治療の日は、治療前に軽く食事をとり、治療後数時間は固形
物を控える。



吐き気・嘔吐

◆吐き気や嘔吐のパターンから、タイミングを見て食べるよう
にする。

◆少しずつ数回に分けて食べる。

◆胃への負担が少ない食品を選ぶ。

◆吐き気がある時、控えた方がよい食品は、繊維の多い野菜、
香りの強い食材、消化が悪い物など。

◆嘔吐がある場合、１～２時間食事を控える。

◆嘔吐がある場合、脱水に注意し、水分やカリウムなどが失わ
れるのを考慮してスポーツ飲料などで補給する。

◆身の回りの食べ物のにおいや環境に配慮する。



お食事でお困りの際は管理栄養士にご相談ください。

１階 栄養相談室


